
３月１８日(木)、令和２年度 湯浅町立田栖川小学校卒業証書授与式を挙行しました。
今年も新型コロナウイルス感染症対策のため、簡略して挙行しました。在校生による贈る
言葉は、１６日の予行練習の中でサプライズとして行いました。当日は暖かい晴天となり、
卒業生の門出を祝うかのような春の日差しが降り注ぐ中での卒業式でした。

明るく暖かな日の光が、野山に注がれ、草木にも春の兆し
が感じられるようになりました。今日の良き日に、本校を巣

立っていかれる十八名の皆さん、ご卒業おめでとうございます。
この六年間を振り返ってみると、楽しかったことや頑張ったこと、しんどかったこと、

色々な思い出がめぐっていることでしょう。
私はみなさんと三年間、田栖川小学校で学校生活を共にしました。振り返ってみると、

明るくて元気いっぱいの四年生でした。五年生、六年生と進級するにつれて、落ち着いた
姿で、学習や活動に取り組み、六年生になった今年度は、さすが最上級生と感じさせるよ
うな姿へと成長しました。そんな皆さんの活躍する場が、新型コロナウイルの感染拡大防
止のため、少なくなってしまったことが残念です。特に、小学校最後の遠足や運動会、音
楽会、そして修学旅行が中止や規模の縮小となりました。この卒業式も同様です。しかし、
児童会や委員会活動では、最上級生として堂々とした姿で、優しく下級生に接しました。
学校農園、これまでの経験を活かして、下級生に教えたり、畑応援隊の方だけに任せる

のでなく、自分たちができることを活動したりしました。そして、皆さんの姿を、下級生
が見ています。皆さんがやってきたことを受け継いでいってくれると思います。そしてそ
れが、田栖川小学校の良き伝統として受け継がれていくことでしょう。
このように、皆さんが日々成長していく姿を、様々な場面で見ることができ、大変嬉し

く思います。そして、皆さんが、こうして立派に成長してこれたのは、ご家族や地域の方
々、そして先生方の温かい見守りや励ましがあったからです。これからも、そういったま
わりの方々への感謝の気持ちを忘れずに、いつでも素直に「ありがとう」が言える人でい
てください。
卒業の門出にあたり、私からみなさんへ、一つの詩を贈ります。それは、

『何をやっても思うようにならない時 上にのびられない時に 根は育つんだから』
この詩は、相田みつをさんの詩です。みなさんは、四月からは中学生になります。そし

て、高校、大学、社会人と進んでいきます。小学校の世界から、少しずつ大きな世界へと
広がっていきます。大きな夢と希望に満ちた世界が待っています。その世界は、楽しいこ
とばかりではないでしょう。時には、つらいこと、苦しいこともあるでしょう。そんな時
にこの詩を思い出してください。楽しいことや楽なことばかりでは、強くなれません。身
体を鍛える時を考えてください。しんどい練習をすることで筋肉は強くなります。でも、

しんどい練習ばかりだと身体を壊してしまいます。休むことも大切です。辛くしんどい時
も同じです。頑張り続けると、心が壊れてしまいます。ゆっくり休みましょう。その間に、
根は育つのです。
今日、田栖川小学校を巣立っていく卒業生の皆さん。自分の夢や希望に向かって、最後

まで諦めることなく、努力できる人間になってください。皆さんがやがて大きな花を咲か
せることを期待しています。
田栖川小学校を巣立っていく皆さんの、今後の大いなる活躍を期待して、私の式辞とい

たします。 【一部略】

卒業式挙行に際し、御祝いのメッセージを頂いた皆様、心温まるお言葉をありがとう
ございました。



４月の主な行事予定

８日（木）着任式･始業式
あいさつ運動

９日 金 入学式･給食開始(2年～6年)（ ）
１２日（月）田栖川防災の日
１３日（火）湯浅町安心安全の日

畑応援隊来校
１４日（水）１年生給食開始
１５日（木）身体測定【本校】

育友会役員会
１６日（金）身体測定【分校】
２２日（木）貯金日
２３日（金）授業参観･育友会総会

学級懇談会
２４日（土）開校記念日(145年)
２７日（火）交通安全教室(雨天中止)
２９日（木）昭和の日
３０日（金）遠足
後日、予定変更があるかもしれません。
よろしくご了承ください。

ありがとうございました。
早いもので、令和２年度が終わろうとして

います。学校の考えや子供たちの様子を「田

栖川っ子だより」でお伝えしてきました。紙

面の限られたスペースでは、十分にお伝えで

きませんが、学校の様子がよく分かるなどの

感想をいただき、とても励みとなりました。

これからも田栖川小学校をよろしくお願い

します。 教職員一同
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２月２５日に、本校児
童が畑応援隊の久保さ

ん、吉田さんにご指導いただき、じゃがいも植えを行いまし
た。６月頃の収穫なので、残念ながら６年生は収穫できませ
んが、下級生に丁寧に教えていました。畑応援隊のみなさん、
いつもありがとうございます。
毎年、収穫祭の日に畑応援隊のみなさんへ、感謝のセレモ
ニーをしていましたが、今年度は収穫祭をすることができま
せんでした。それで、畑応援
隊の今年度最後の活動となる
３月９日に、６年生が代表し
て、畑応援隊のみなさんに、
お礼の手紙と花束を手渡しま
した。一年間、ありがとうご
ざいました。これからもよろ
しくお願いします。

分校の１年生は、毎週火曜日に本校で交流学習
をしていますが、２月２５日に本校の１・２年生

が、初めて吉川分校で交流学習をしました。分校では、吉川地区を歩いて探検したり、コ
ンビニで買い物体験をしたりしながら、分校で一日生活しました。

２年の国語教材『スーホの白い馬』のお話に、「馬頭琴」と
いう楽器がでてきます。モンゴルの民族楽器ですが、私たちはあまり目にすることはあり
ません。２月２６日に、有田市の成川緑先生をお招きして、２年生、３年生、いぶき学級
の子供たちが馬頭琴とバイオリンを体験させていただきました。モンゴルの民族衣装をま
とった先生から、モンゴルの様子もお話しいただきました。

講堂や校舎の玄関、ローカ、階段、６年生と
いぶき学級の教室を飾り付けをして、卒業生を
送り出しました。


